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※　注記事項

　①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　　　有
　②　①以外の会計方針の変更　　　　　　　　　　 無
　③　会計上の見積りの変更　　　　　　　　　　　　 無
　④　修正再表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 無
（注）詳細は、添付資料9ページ「3.連結財務諸表及び主な注記(5)連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」

　をご覧ください。
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※　決算短信は監査の対象外です。
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よって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、添付資料の3ページ 「1.経営成績等の概況（4）今後の

28年3月期 12,968 9,852 76.0
（参考）　自己資本

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に
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　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　①　リビング事業

　②　アクア事業

　③　医療・産業ガス事業

　　

（資産）

（負債）

（純資産）

の減益となりました。法人税、住民税及び事業税等控除後の親会社株主に帰属する当期純利益は、

設備の改善費用の増加及び営業力強化のための人員増加により、営業利益は、819百万円と前年

当連結会計年度の総資産は14,039百万円となり、前連結会計年度に比べ737百万円の増加となり

ました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の増加340百万円、建物及び構築物の増加361百万円、

投資有価証券の増加127百万円ならびにのれんの減少184百万円であります。

伸びており、売上高は、3,364百万円と前年同期と比べ204百万円（6.5%）の増収となりました。

1,245百万円（10.2%）の減収となりました。

このような環境のもとで、当社グループの売上高は、太陽光発電システムの売上の減少が大きく、

１.　経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調が

続いています。しかし、中国を始めとするアジア新興国における景気の下振れ、英国のＥＵ離脱問題、

米国の政権交代等による海外経済の不確実性等、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、867百万円と前年同期と比べ89百万円（9.3%）

当セグメントにおきましては、酸素濃縮器等の在宅医療機器のレンタル及び酸素等の医療ガス、

負債は3,587百万円となり、前連結会計年度に比べ197百万円の増加となりました。この主な要因は、

純資産は10,452百万円となり、前連結会計年度に比べ539百万円の増加となりました。この主な

支払手形及び買掛金の増加221百万円であります。

要因は、利益剰余金の増加451百万円及びその他有価証券評価差額金の増加88百万円であります。

（2）当期の財政状態の概況

15,246百万円と前年同期と比べ1,050百万円（6.4%）の減収となりました。

同期と比べ91百万円（10.1%）の減益となりました。

574百万円と前年同期と比べ22百万円（3.7%）の減益となりました。

光発電システムの売上が大きく減少したことにより、売上高は、10,906百万円と前年同期と比べ

売上高は、974百万円と前年同期と比べ10百万円（1.0%）の減収となりました。

炭酸・窒素等の産業ガスの販売が好調であり、また、子会社である近畿酸素㈱の売上も順調に

損益面では、在宅医療機器のレンタル、医療ガス、産業ガスの販売増加及びＬＰガス料金の改定に

より、売上総利益は、6,492百万円と前年同期と比べ86百万円（1.3%）の増益となりましたが、ＬＰガス

当セグメントにおきましては、ユーザー件数が僅かに減少したことにより、販売本数が減少し、

当セグメントにおきましては、ＬＰガスの仕入価格に連動した販売単価の下落により、また、太陽
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　により、前連結会計年度と比べ314百万円（24.6%）減少し、962百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　会計年度と比べ108百万円（15.5％）支出が増加し、804百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　と比べ56百万円（18.5％）支出が減少し、248百万円の支出となりました。

(4)今後の見通し

　おります。

方針であります。

であります。前期の配当金につきましては、中間配当で6円50銭、期末配当では会社創立65周年

記念配当2円を加算し、 8円 50銭とし 、年間 15円の配当金としました。当期の配当金は、中間、

なお 、内部留保金につきましては 、引き続き将来の収益安定に備えて リビング事業、ア クア

事業、医療 ・産業ガス事業の需要増に対応した安定供給体制確立ならびに保安設備充実の

当社はＬＰガスを主軸に医療用ガス、産業用ガス等のガス関連事業を中心とする公共性の高い

業種でありますので、安定的な経営基盤の確立を図るとともに、株主へ継続的に安定した配当を

行うこ とが重要と考えております。当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年2回を

基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間配当は取締役会、期末配当は株主総会

資産の取得による支出の減少40百万円及び事業譲渡による収入の減少36百万円等により、前連結

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が878百万円と前連結会計年度と

当連結会計年度における現金及び現金同等物は4,167百万円と前連結会計年度と比べ91百万円

　（2.1％）の減少となりました。

供給設備投資を積極的に行い、また、アクア事業におけるミネラルウォーターの宅配事業と医療・

事業規模の拡大を図り、リビング事業に続く収益の柱として利益の安定を目指します。

次期（平成30年3月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高15,700百万円、営業利益

920百万円、経常利益960百万円、親会社株主に帰属する当期純利益590百万円を見込んで

産業ガス事業における在宅医療機器レンタル及び医療・産業ガス販売においてもＭ＆Ａによる

(3)当期のキャッシュ・フローの概況

比べ123百万円（12.3％）の減益となり、売上債権の増加、たな卸資産の増加及び仕入債務の増加等

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出の増加20百万円、配当金の支

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の増加93百万円、無形固定

払額の増加21百万円及び自己株式の取得による支出の減少107百万円等により、前連結会計年度

今後の見通しにつきましては、景気の先行きは予断を許さない状況が続くと思われます。

基準に基づき連結財務諸表を作成しております。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく

(5)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

期末とも普通配当を1円ずつ増配し、年間15円とする予定であります。

ための投資資金に充当してまいります。

２.　会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本

当社といたしましては、ＬＰガス消費者軒数増加のため、のれん（営業権）の買収や新規ＬＰガス
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3.　連結財務諸表及び主な注記

（1）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 4,258,866 4,167,496

　　受取手形及び売掛金 2,383,512 2,723,739

　　商品及び製品 313,657 404,289

　　繰延税金資産 79,120 74,503

　　その他 401,456 424,133

　　貸倒引当金 △ 13,574 △ 15,380

　　流動資産合計 7,423,037 7,778,782

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物 3,487,197 3,981,063

　　　　減価償却累計額 △ 2,350,377 △ 2,482,775

　　　　建物及び構築物(純額) 1,136,819 1,498,288

　　　機械装置及び運搬具 4,725,601 4,793,004

　　　　減価償却累計額 △ 4,215,906 △ 4,306,478

　　　　機械装置及び運搬具(純額) 509,694 486,526

　　　土地 1,978,091 1,978,345

　　　リース資産 382,880 464,144

　　　　減価償却累計額 △ 184,205 △ 218,406

　　　　リース資産(純額) 198,674 245,737

　　　その他 1,689,498 1,867,644

　　　　減価償却累計額 △ 1,189,674 △ 1,333,866

　　　　その他(純額) 499,824 533,778

　　　有形固定資産合計 4,323,104 4,742,676

　　無形固定資産

　　　のれん 969,632 784,694

　　　その他 40,862 40,628

　　　無形固定資産合計 1,010,495 825,322

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 342,319 469,624

　　　関係会社株式 9,400 9,400

　　　その他 195,416 214,944

　　　貸倒引当金 △ 1,292 △ 814

　　　投資その他の資産合計 545,843 693,153

　　固定資産合計 5,879,443 6,261,152

　資産合計 13,302,481 14,039,934
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 1,877,497 2,099,130

　　１年内返済予定の長期借入金 18,000 －

　　リース債務 77,443 93,549

　　未払法人税等 234,757 244,912

　　役員賞与引当金 32,100 31,720

　　その他 523,066 446,011

　　流動負債合計 2,762,865 2,915,324

　固定負債

　　長期借入金 20,170 －

　　長期未払金 109,985 106,823

　　リース債務 135,294 170,928

　　繰延税金負債 69,027 80,997

　　役員退職慰労引当金 225,982 248,484

　　その他 66,383 64,871

　　固定負債合計 626,842 672,105

　負債合計 3,389,707 3,587,429

純資産の部

　株主資本

　　資本金 870,500 870,500

　　資本剰余金 1,185,972 1,185,972

　　利益剰余金 8,014,823 8,465,933

　　自己株式 △ 252,346 △ 252,346

　　株主資本合計 9,818,949 10,270,059

　その他の包括利益累計額

　　その他有価証券評価差額金 93,824 182,445

　　その他の包括利益累計額合計 93,824 182,445

　純資産合計 9,912,774 10,452,505

負債純資産合計 13,302,481 14,039,934
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（2）連結損益及び包括利益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成27年４月１日

　至　平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成28年４月１日

　至　平成29年３月31日)

売上高 16,296,741 15,246,109

売上原価 9,890,485 8,753,421

売上総利益 6,406,255 6,492,688

販売費及び一般管理費 5,495,281 5,673,460

営業利益 910,974 819,227

営業外収益

　受取利息 2,097 532

　受取配当金 8,665 9,469

　受取賃貸料 16,205 16,250

　仕入割引 4,849 5,990

　その他 18,652 19,583

　営業外収益合計 50,470 51,827

営業外費用

　支払利息 1,317 728

　売上割引 864 867

　不動産賃貸費用 1,164 1,123

　その他 1,721 1,232

　営業外費用合計 5,067 3,952

経常利益 956,377 867,102

特別利益

　固定資産売却益 10,758 12,635

　事業譲渡益 36,000 －

　特別利益合計 46,758 12,635

特別損失

　固定資産除売却損 1,255 1,141

　特別損失合計 1,255 1,141

税金等調整前当期純利益 1,001,881 878,597

法人税、住民税及び事業税 400,609 326,961

法人税等調整額 4,985 △ 22,439

法人税等合計 405,594 304,522

当期純利益 596,286 574,074

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 596,286 574,074

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金 △ 14,621 88,620

　その他の包括利益合計 △ 14,621 88,620

包括利益 581,664 662,695

（内訳）

　親会社株主に係る包括利益 581,664 662,695
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（3）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度（自　平成27年４月１日　　至　平成28年３月31日）

（単位：千円）

その他 その他の 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 有価証券 包括利益

評価差額金 累計額合計

　当期首残高 870,500 1,185,972 7,518,977 △ 144,753 9,430,696 108,446 108,446 9,539,142

　当期変動額

　　剰余金の配当 △ 100,852 △ 100,852 △ 100,852

　　親会社株主に帰属する
　　当期純利益

596,286 596,286 596,286

　　自己株式の取得 △ 107,593 △ 107,593 △ 107,593

　　連結子会社の決算期
　　変更に伴う増減

412 412 412

　　株主資本以外の項目
　　の当期変動額（純額）

　当期変動額合計 － － 495,846 △ 107,593 388,252 △ 14,621 △ 14,621 373,631

　当期末残高 870,500 1,185,972 8,014,823 △ 252,346 9,818,949 93,824 93,824 9,912,774

　当連結会計年度（自　平成28年４月１日　　至　平成29年３月31日）

（単位：千円）

その他 その他の 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 有価証券 包括利益

評価差額金 累計額合計

　当期首残高 870,500 1,185,972 8,014,823 △ 252,346 9,818,949 93,824 93,824 9,912,774

　当期変動額

　　剰余金の配当 △ 122,964 △ 122,964 △ 122,964

　　親会社株主に帰属する
　　当期純利益

574,074 574,074 574,074

　　自己株式の取得 － － －

　　連結子会社の決算期
　　変更に伴う増減

－ － －

　　株主資本以外の項目
　　の当期変動額（純額）

　当期変動額合計 － － 451,110 － 451,110 88,620 88,620 539,731

　当期末残高 870,500 1,185,972 8,465,933 △ 252,346 10,270,059 182,445 182,445 10,452,505

88,620

株主資本 その他の包括利益累計額

88,620 88,620

△ 14,621

その他の包括利益累計額株主資本

△ 14,621 △ 14,621
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（4）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 1,001,881 878,597

　減価償却費 521,533 536,901

　のれん償却額 223,437 237,789

　役員賞与引当金の増減額(△は減少) 3,500 △ 380

　役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 22,566 22,502

　長期未払金の増減額(△は減少) △ 4,884 △ 3,161

　受取利息及び受取配当金 △ 10,763 △ 10,002

　支払利息 1,317 728

　有形固定資産売却損益(△は益) △ 9,503 △ 10,679

　事業譲渡損益（△は益） △ 36,000 －

　売上債権の増減額(△は増加) 501,012 △ 338,420

　たな卸資産の増減額(△は増加) 54,810 △ 90,632

　仕入債務の増減額(△は減少) △ 193,051 221,633

　その他 △ 395,707 △ 169,947

　小計 1,680,147 1,274,927

　利息及び配当金の受取額 10,763 10,002

　利息の支払額 △ 1,317 △ 728

　法人税等の支払額 △ 412,798 △ 322,006

　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,276,795 962,195

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △ 692,253 △ 785,707

　有形固定資産の売却による収入 18,046 15,549

　無形固定資産の取得による支出 △ 103,620 △ 63,090

　無形固定資産の売却による収入 － 925

　貸付けによる支出 － △ 540

　貸付金の回収による収入 44,997 22,863

　事業譲渡による収入 36,000 －

　その他 － 5,050

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 696,829 △ 804,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入れによる収入 300,000 300,000

　短期借入金の返済による支出 △ 300,000 △ 300,000

　長期借入金の返済による支出 △ 18,000 △ 38,170

　配当金の支払額 △ 101,032 △ 122,115

　リース債務の返済による支出 △ 78,355 △ 88,330

　自己株式の取得による支出 △ 107,593 －

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 304,981 △ 248,616

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 274,985 △ 91,369

現金及び現金同等物の期首残高 4,006,480 4,258,866

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び
現金同等物の増減額（△は減少）

△ 22,598 －

現金及び現金同等物の期末残高 4,258,866 4,167,496
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（5）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   該当事項はありません。

（会計方針の変更）

ます。

（追加情報）　　　　

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年6月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年4月1日

以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており

この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ

12,423 千円増加しております。

28日）を当連結会計年度から適用しております。
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（セグメント情報）

1.報告セグメントの概要

2.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度（自　平成28年4月1日　　至　平成29年3月31日）

売上高

　外部顧客への売上高 -

　セグメント間の内部 - - - - - -
　売上高又は振替高

-

（1株当たり情報）

１株当たり連結純資産額　　　　　　　　 07銭

１株当たり連結当期純利益金額　　　　　 70銭

　なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円

普通株式に帰属しない金額 百万円

普通株式に係る親会社株主に帰属

する当期純利益 百万円

普通株式の期中平均株式数 株

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

1,360円

74円

1,129
　無形固定資産の増加額

（注）セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の営業利益であります。

　有形固定資産及び
351 194 583 1,129 -

14,039

その他の項目

　減価償却費 405 40 90 536 536

セグメント資産 4,737 1,892 1,950 8,579 5,459

15,246

セグメント利益又は損失（△） 808 △ 10 21 819 - 819

計 10,906 974 3,364 15,246 -

10,906 974 3,364 15,246 15,246

（百万円） （百万円） 事業（百万円） （百万円）
リビング事業 アクア事業 医療・産業ガス 計 （百万円） （百万円）

「アクア事業」及び「医療・産業ガス事業」の3つを報告セグメントとしております。

「リビング事業」は、プロパンガス、ブタンガス、住宅機器等の販売をしております。「アクア事業」

はミネラルウォーターの製造販売等をしております。「医療・産業ガス事業」は、在宅医療機器のレン

タル、医療・産業ガス、産業機材等の販売をしております。

報告セグメント
その他 合計

574

-

574

7,685,275

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。

当社グループは、本社に商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品についての包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社グループは事業本部を基礎とした商品別セグメントから構成されており「リビング事業」、
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（1）役　員　の　異　動 （平成29年6月29日付予定）

１．

①

代表取締役会長 竹川　夘三郎 　相談役に就任予定

２．

①

　現　常務取締役　管理統轄

②

居内　清和 　現　執行役員　リビング事業本部副本部長

　 兼ぽっぽガス部長

③

なお、役員の異動につきましては、平成29年4月20日に開示しております。

 兼ぽっぽガス部長

退任予定取締役

該当事項はありません。

専務取締役　管理統轄 青木　尚史

新任取締役候補

取締役　リビング事業本部副本部長

4.　そ　の　他

代 表 者 の 異 動

その他の役員の異動

役員の昇格

退任予定代表取締役
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